
○ 和歌山県では、H8およびH25に、国の点検要領に基づいた法面点検を行い、その後、定期的に目視による
日常点検を行っている。

〇 点検の結果、クラックや剥離が確認された箇所について、順次補修を行っている。
〇 既設のモルタル吹付においては、劣化に伴うクラックが発生し、剥離したモルタル片が道路上に落下し、

通行者に被害を及ぼす可能性がある。

テーマ４ 道路法面保護施設（モルタル吹付）の地山との空洞化（密着度）やラス網の有無の調査技術（和歌山県）

○ 目視による日常点検では、モルタル吹付内部の空洞化を確認することができず、剥離後に対応せざるを
得ない状況となっている。

○ 点検が非常に広範囲に及ぶことから、詳細な点検を行うには、膨大な時間と費用を要する。

現 状

課題

【 求める技術 】
○ モルタル吹付における、劣化状況や内部の空洞化状況、ラス網の有無などの構造を把握することが

できる技術を求める。
【 条件 】
○ 道路上から調査を行うことが可能であること。
○ 点検に時間と費用を要しない調査方法であること。

求める技術・条件

剥離前 剥離後

目視点検で異常のなかった箇所が剥落 クラック発生後にラス網未施工を確認
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